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ホットスポットの検出
ホットスポット関数

並列化の候補

-関数: 162
-ファイル: 56
-行数: 23319

並列化

各行の
プロファイル

並列タスクを
ハイライト

有益な情報の可視化!

並列化ヒント

SLX Parallelizer –動的・静的解析
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共有メモリ分析の可視化
CAG shows shared memory variables for processes and threads

▪ 共有メモリアクセスの統計情報を見ながら、分析対象の

共有メモリと関連するスレッド・プロセスをコールグラフ上で

確認

▪ ダブルクリック、もしくは右クリックで“Go to Source”を選

択することで、対象のソースコードへジャンプ

⇒設計者は、分析対象を俯瞰しながら詳細分析
が可能となり、最新のソフトウェアアーキテクチャの理解促進
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メモリ保護のメカニズムの理解

▪ スレッド間・プロセス間の保護ミス

▪ 問題個所のソースコード行の特定

▪ どのmutexが変数を保護しているかの調査

別々のプロセスとアプリケーション間の

潜在的なデータ競合の検出

共有メモリ保護解析
Shared Data Protection Analysis

業界初
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共有メモリ保護解析
Shared Variable Analysis in the Memory Analysis Table

SLXを使用するメリット:

→ すべてのスレッドで共有メモリ・変数がどのように使用されているか調査。不足している保護を検出。

→ 特定のユースケースにおける、共有メモリ・変数のアクセスタイプとアクセス頻度結果より、実装の振る舞いを理解。

→ 共有メモリ・変数に関連する性能のボトルネックを特定。

→ 実コードに基づいた動的解析による必要とされるメモリリソースの理解。

Shared variable report

Variable accessed by multiple threads

Problem: Unprotected shared variable

Read/Write counts

Critical 

Bug?


